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果醒お よびブ ドウ酒の亜硫酸含量の調整について

渡 辺 正 平,天 野 義 文,加賀実元男

(昭和41年10月20日受理)

OntlleAdjustmentofSulphurDioxideContentsin
WineandMust

ByMasahiraWATANABE*,YoshihumiAMANO andMot0-0KAGAMI

Additionofsulphurdioxidetoyoungwinesisaordinary preserving proce-

durewidely used inwinemaking.The authorsstudied the application ofion

exchangeprocesstoadjustthe concentration ofsulpllurdioxide in mustwhich

containedtheexcessofsulphurdioxideforpreventthefermentationatundesirable

time.Also thispaperpresentstheresultsobtained bytreatingwinewith ion

exchangeresinsforthepurpossofremovingtheexcessofsulphurdioxidefrom it

se一ectively.Ontheproperty ofion exchageresin column method,theresults

indicatedthatinpointoftechnicalvolume capncity Dowex A-1inthe tartrate

form wassuperiortoAmberliteIRA-93.

Theresultsobtainedwiththecolumnprocessalso indicated thattherewas

noundesirableeffectsonqualityoftlletreatedwine.

緒 ロ

ブドウ酒の様な果実酒醸造工業においては,輸送などによりある期間,果汁の発酵を 防

止するため 多量の亜硫酸を添加しなければならないが,それを任意の希望する時期に発酵

させようとする場合,過剰の亜硫酸を除去する必要がある｡従来,その方法として 炭酸ガ

ス処理,加温および撹掛 こよる方法,または過酸化水素水で 酸化し亜硫酸を硫酸とし,こ

れを炭酸カルシウムで石膏としておとす方法などが提唱されている1)･2)｡

本実験においては原料ブドウ果粒を破砕し圧搾を行って果汁を分坂し,発酵を一時 おさ

えるために過剰のメタ重亜硫酸カリウムを添加し,発酵直前に亜硫酸の濃度を 陰イオソ交

換により調整しブドウ酒を製造する方法を試みた｡

またブドウ酒の貯蔵中,遊離の亜硫酸.A,i結合型に移行し,その濃度が低下し稜々な変質

の原因となるため,常に亜硫酸を補足し遊離の亜硫酸を一定濃度に保つことが 必要である

が,そのため総亜硫酸が増加し亜硫酸の許容濃度 450ppnLをこえる場合が生ずるが,そ

の対策としてイオン交換による方法を試みたので,それらの結果を報告する｡
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実 験 の 部

1.供 試 料

a ブドウ果汁 :昭和40(1965)年10月に採坂した原料ブドウ (甲州種)を破砕し圧搾

して得た果汁を実験に供した｡

b ブドウ酒 =昭和39(1964)年度において甲州種より製造したものを使用した｡

C イオソ交換樹脂 :強塩基性陰イオン交換樹脂として AmberliteIRA-400,Dowex

21Kおよび DuoliteA-40を供試した｡

弱塩基性陰イオン交換樹脂として AmberlitelRA-93を供試した｡

2.実 験 方 法

実験に供した装置は内径 8nm7,長さ約210m のガラス製カラムに前記の樹脂を 5ml宛

充填したものである｡なお樹脂の再生はそれぞれ下記のように行った0

a 強塩基性陰イオン交換樹脂 :再生用溶液として 1Nか性ソーダを用い樹脂容積の4

倍設の再生液を 8てノVh(単位樹脂容積に対する1時間当 りの流入液量)の流速にて処理し

たのち,水洗し更に 1〃 塩酸をもって同様に処理したのち 1Ⅳ 酒石酸溶液を用いて樹脂

容積の4倍丑を 8てノVhで流し酒石酸型とした｡

b 弱塩基性陰イオン交換樹脂 :再生用溶液として 1N か性ソ-ダおよび 1N 蟻酸を

用い,それぞれ樹脂容積の5倍丑を流速 4℃'Vh,再生温度 40-50oCで処理し,この操作

を2回行いOH型としたのち,1N酒石酸溶液の5倍丑を用いて酒石酸型とした.

3.分 析 方 法

供試ブドウ酒および果惨に対する分析方法は下記の通 りであるo

a アルコール,糖分,エキス,総酸および揮発酸 :常法により行った3)0

b 酒石酸 :A.0.A.C.法により行った4)0

c pH :ガラス電極 pH メータ一により測定した｡

d 亜硫酸 :従来の RIPPETt氏法においては遊離の亜硫酸を定丑する際,滴定の終点が

不明瞭であり,且つ沃度還元性物質により正確を期し煙いので,本実験においては 下記の

如き RANlHNri5) の方法を採用したO

分 析 装 置 .･Fig.1の如き LLEB-ZAC】くERL 装盾の改良型による｡Cの5'リンダ-は圧

調節装置であって,高さ約 600mmのシリンダ-にT字管とガラス管 (長さ約 600mm)杏

附したもので,圧の調節はガラス管を上下させて行 う｡

試薬の調製 :(1) 指示薬 0.1gのメチルレッドおよび 0.05gのメチレソブル-杏

50%アJL,コ-)I,にとかして 100mlとする. (2) 過酸化水素水 (0.3%)3%の過酸化

水素水 10mlをとり蒸溜水で 100Jnlに稀釈するO (3) リン酸 (25%)リソ酸 (90%)

28Omiをとり蒸溜水で 11にするo (4) か性ソ-ダ標準溶液 (N/loo)1度沸騰せし.め

たのち冷却した蒸清水にか性ソ-ダ 0.41gをとかし 11とする｡この貯蔵瓶は 10Jnlミク

ロビコレットに連結する.

操 作 ‥(1) 0.3%過酸化水素水 10mlを梨形フラスコ (50ml容)にとり,指

示薬 3滴を加え (紫色を呈す)稀か性ソーダ溶液により褐色をおびた緑色を呈するまで調
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T ABl.E V

果鯵に対する陰イオン交換処理 (酒石酸型)の影響
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けるイオン交換を行わせることにより,亜硫酸の所要濃度への調整と同時に 酒石の析出に

よる障害も併せて解決することができる｡

4.生成ブドウ酒の特性

ブドウ酒製造原料として 採坂されたブドウ巣を破砕し圧搾して得られた果汁において,そ

の SO2濃度が 1000ppm程度になるようメタ重亜硫酸カリウムを添加し暫時発酵を停止せ

しめ保存された果掛 こ対し,陰イオン交換樹脂 (酒石酸型)を用い SO2濃度を 100-200

ppm までイオン交換により調整を行い,常法によりブドウ酒を製造し生成されたブドウ酒

について比較検討した結果,総敦および総酒石酸量が減少し且つ品質の点においても遜色

のないことが認められた (T ABLE 6)0

T ABLf:Ⅵ

陰イオン交換処理 (酒石酸型)された果惨の発酵

FermentationoftheMLLStStreatedwithAnionExchange

ReSinSinTartrateform
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原料ブドウ果掛こ対し暫時
,
発酵防止の目的をもってメタ重亜硫酸カリを過量に添加し
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(So2約1000ppln),以後必要に応じSO2濃度を発酵可能の程度までに調盤する方法として

イオン交換法の適用を試みた｡

また総亜硫酸 として所定の濃度以上に含有しているブドウ酒に対し 同様にイオン交換法

を適用したが,その結果を要約すれば次の通 りである｡

1) カラム法によりDowex21K および AmberliteIR-93を用い,いずれも酒石酸型と

なしブドウ酒および果鯵中の亜硫酸含有量の調整を行った｡

2) イオン交換樹脂の吸着性は,Dowex21K の方が AmberliteIR-93に比較して交換

容量および所定 SO2濃度 (約200ppm)までの処理可能量などの点において幾分優れて

ることが認められた｡い

3) イオン交換処理後のブドウ酒および果鯵の組成にみられる特長は,酒石酸型による処

理にもかかわらず 総酸量が減少することであって,これは交換反応の結果ブドウ酒およ

び果鯵に移行し増大した酒石酸がカリウムと結合し,酒石 として 沈澱析出するためと思

われる｡また原料果汁に対するイオン交換処理により製造されたブドウ酒においても,

またブドウ酒に対する直接処理においても品質的に特に悪影響は認められなかった｡
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